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私は、2017 年 4 月に日本に留学しました。名古屋にある日本語学校で日本語を学び

ました。日本に来る前に先輩や知り合いなどいなくて、日本はどういう国なのか、日本

で生活できるかどうか不安がありました。でも、時間が経つにつれてだんだん日本の生

活に慣れるようになりました。 

 その後、2019 年の 4 月に中部学院大学に入学しました。私は、ここで 4 年間介護に

ついて学びました。私は祖父母の愛情を受けて、幸せな子供時代を過ごしましたが、祖

父母が高齢となり、病気がひどくなった時に、家族には介護の知識や経験はなく、世話

するのが大変に見えました。「お年寄りなど人の役に立ちたい」という考えを持つよう

になりました。これが介護を学ぼうと決めた理由です。学び始めたころ、介護というの

は「ただ人を世話することだけ」と思っていましたが、大学で専門的なことを学び、介

護施設でもアルバイトを経験し、介護の考え方が変わりました。精神的なサポートや、

老いても人間らしく生活するための支援であることを学びました。卒業後は介護福祉士

として日本で働き、日本とインドネシアの架け橋になり、お役に立ちたいと思っていま

す。日本で学んだこと、経験したことを、「いつかインドネシアで役に立てたい」と考

えています。   

 国から離れて大変なことや寂しいことなどあると思いますが、後輩の皆さん、どんな

に大変なことがあっても諦めずに頑張ってください。「一歩一歩でも必ず叶うから、諦

めるな！ゆっくりでも大丈夫だから最後まで進もう！」と考えを持ったほうが良いと思

います。そして、日本語があまり話せなくても、まだまだ上手く話せなくても、自信を

もって頑張る気持ちが大事です。ずっと恥ずかしがっていると良いチャンスがなくなる

からです。 

 私は留学生活をきっかけに考え方がいろいろ変わりました。とてもありがたいことで

した。これからもより良い人生となるよう頑張りたいと思います。           

      


